
令和６年８月24日 地域住民向け報告会資料

エコグリーンとちぎの運営等について

資料 １
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エコグリーンとちぎの運営等について

Ⅰ 運営の状況について

Ⅱ 環境調査の実施状況について

2



排
出
事
業
者

搬
入
予
約
申
込

埋
立
管
理
作
業

浸
出
水
処
理
施
設
の
運
転

審
査
合
格 浸出水

問
合
せ 廃

棄
物
の
受
付

廃
棄
物
計
量

目
視
検
査

放
射
能
濃
度
の
確
認

産
業
廃
棄
物
管
理
票
確
認

展
開
検
査

抜
取
検
査

搬
入 埋立地

へ移動
検査
適合

検査
不適合

不適物混入
測定値超過

廃棄物の返還

審査
不合格契約不可

散水（循環）

契約及び搬入管理 受入管理 埋立管理 浸出水処理管理

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

散
水
利
用

浸出水処理施設運転への反映排出事業者への改善指導

現
地
調
査

受
入
審
査

溶
出
試
験
結
果

処
理
委
託
契
約
の
締
結

処理水

3

Ⅰ 運営の状況について
１ 廃棄物の受入の流れ

安
全
管
理
講
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会



Ⅰ 運営の状況について
２ 廃棄物の受入状況

がれき類燃えがら ばいじん

※ 内訳等については資料１-１のとおり
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Ⅰ 運営の状況について
３ 埋立の進捗状況

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

埋立地平面図 埋立地断面図

令和６(2024)年３月28日現在
６０１，８６０㎥許可容量
３２，８８４㎥埋立済み容量

５６８，９７６㎥（95％）残容量



Ⅰ 運営の状況について
４ 安全管理講習会の実施状況 契約を締結した相手に対し、初回の廃棄物

の搬入前において、環境保全協定で定めら
れた搬入時間、搬入ルート等遵守すべき事
項について周知するため、安全管理講習を
実施しており、講習の受講後でなければ廃
棄物の受入は行わないこととしています。

【安全管理講習会資料（抜粋）】
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①河川水質・底質
河川水及び河川の底の土を採取し、汚染が生じていない
ことを確認しました。

②地下水水質・水位
エコグリーンとちぎ周辺の井戸から地下水を採取し、
汚染が生じていないことを確認しました。また、地下
水の水位を測定し、地下水の水位に異常が生じていな
いことを確認しました。

Ⅱ 環境調査の実施状況について

以下の項目について、環境調査を実施し、いずれの項目についても基準値の超過等はありませんでした。
全ての調査結果について県HP又はクリーンテックとちぎHPで公表します。
※ 令和５年度の調査結果については資料１-２のとおり

１ 令和５年度の調査結果

③騒音・振動
エコグリーンとちぎ周辺で騒音・振動の測定を行い、
処分場の稼働及び搬入車両により生活環境の悪化が生
じていないことを確認しました。

④土壌・悪臭 ※R6年度から実施
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⑤浸出水（処理前）
埋立地の汚れた水を採取し、処理前の水の状況について確認しま
した。

⑥処理水（処理後）
浸出水が、浸出水処理施設で適切に浄化されていることを確認

しました。

⑦空間放射線量
エコグリーンとちぎ内の空間放射線量を測定し、異常の無いこと
を確認しました。

Ⅱ 環境調査の実施状況について
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⑧動植物
エコグリーンとちぎ周辺（黄色の範囲）の貴重種の生息
状況を調査し、周辺環境が良好に保たれていることを確
認しています。

イタチ（足跡） オゼイトトンボ

Ⅱ 環境調査の実施状況について
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項目回数内容地点環境項目

空間放射線量率週１回空間放射線量埋立地内・埋立地周辺 各５か所大気質

健康項目(27項目) 生活環境項目(５項目) 電気伝導率
塩化物イオン ダイオキシン類 放射性物質濃度

年１回河川水質備中沢 小口川 各１か所水質

底質項目(26項目) ダイオキシン類年１回河川底質

水素イオン濃度 電気伝導率常時地下水水質地下水集水ピット １か所地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸

塩化物イオン 放射性物質濃度月１回

健康項目(28項目) ダイオキシン類年４回

水素イオン濃度 電気伝導率 塩化物イオン 放射性物質濃度月１回地下水水質
地下水位

地下水観測井 ４か所

健康項目(28項目) ダイオキシン類 地下水位年４回

健康項目(28項目) ダイオキシン類 地下水位年１回事業区域周辺民家井戸 ３か所

水素イオン濃度 電気伝導率常時浸出水及び処理水水質浸出水処理施設入口・出口 各１か所

塩化物イオン週１回

生活環境項目(４項目) 放射性物質濃度月１回

生活環境項目(８項目) 健康項目(29項目) ダイオキシン類年２回

土壌環境基準項目(26項目) ダイオキシン類年１回土壌事業区域西側民家付近
事業区域東側民家付近
特別養護老人ホーム付近

土壌

環境騒音レベル 環境振動レベル年１回環境騒音 環境振動騒音・振動

道路交通騒音レベル 道路交通振動レベル年１回道路交通騒音 道路交通振動特別養護老人ホーム前の道路沿道

臭気指数年１回悪臭事業区域西側民家付近
事業区域東側民家付近
特別養護老人ホーム付近

悪臭

Ⅱ 環境調査の実施状況について
２ 令和６年度の調査計画（１）
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Ⅱ 環境調査の実施状況について

項目回数内容地点環境項目

貴重種を中心とした植物相年１回※

※処分場供用後
１，３，６年
以降は３年ごと

植物里山保全エリア植物

移殖した貴重種を中心とした生息状況年１回※

※処分場供用後
1，3，6年

以降は３年ごと

魚類 昆虫類等備中沢（移殖地点の上下流）動物

移殖した貴重種を含む生息状況鳥類、魚類、昆虫類等新たに整備する水辺

生息状況指標動物里山保全エリア

生息及び繁殖状況供用後３年間猛禽類事業区域周辺

ロードキルの状況毎日哺乳類、鳥類場内道路

２ 令和６年度の調査計画（２）
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